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 呉市内において，厚生労働省の定める結核集団感染(※1)に該当する事例が発生しましたので，その概

要等についてお知らせします。 

 

１ 概  要 

  令和元年５月１日，市内の医療機関から肺結核患者１名の届出がありました。当該患者との接触者を

調査し，患者と濃厚接触があったと考えられる家族や入院患者４３名に健康診断を実施しました。 

  その結果，現時点で発病者(※2)２名，感染者(※3)８名が確認され，本日，厚生労働省に報告しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 初発患者等の概要 

  初発の届出患者は，市内在住の２０歳代の女性で，当該患者においては，５月２日から他の医療機関

に入院し，服薬治療を継続しており，症状は改善しております。 

  なお，当該患者を含む発病者及び感染者に重篤な患者はいません。 

 

 

３ 発病者・感染者の状況 

  初発患者と濃厚接触のあった者の健康診断の結果は次のとおりです。（６月６日現在） 

 健診対象人数 
健  診  結  果 

発病者数 感染者数 検査中 異常なし 

家 族     ４     １     ２     １  

入院患者 ２５     １     １     ８ １５ 

友人など １４      ５     ９  

計 ４３     ２     ８ １８ １５ 

 

 

４ 今後の対応 

  患者の接触者に対し，医療機関と連携して，継続した予防内服や健康診断を実施し，感染拡大防止 

に努めます。 

 

 

 

 

 

結核集団感染事例の発生について 

※1 厚生労働省の定める「結核集団感染」とは，同一感染源が２家族以上にまたがり，２０名以上に

結核を感染させた場合をいいます。但し，発病者１名は感染者６名として算定するので，本事案の

場合は現時点で，「発病者２名×６＋発病していない感染者８名＝２０名」となります。 

※2 「発病者」とは，感染後，結核菌が体内で増殖し，様々な症状が現れている方です。 

※3 「感染者」とは，結核菌に感染していますが，発病していない方で，他人に感染させる怖れはあ

りません。 



 

 

◆市民の皆様へ 

(1) ワクチン接種 

結核は予防接種で発病を抑えたり，重症化を予防できる疾患です。１歳までにＢＣＧワクチン

接種を受けましょう。 

(2) すぐ病院へ 

結核の初期症状は，風邪によく似ています。咳や痰が２週間以上続いたり，急に体重が減るな

どの症状がある場合は，結核を疑って早めに受診しましょう。 

(3) 定期健康診断 

  結核は過去の病気ではありません。現在も年間約２万人の患者が新たに発生し，２千人以上が

死亡しています。年に１回は必ず結核検診（胸部レントゲン検査）を受けて，健康管理に努めま

しょう。 

 

 

◆報道に当たってのお願い 

本資料提供は，結核に対する注意喚起を目的としております。 

 

感染症の患者等の人権尊重について，ご理解の上，ご配慮いただきますようお願いします。 

 

 

 

◆参考 

【発生状況】                                   （単位：人） 

 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 

新登録患者数 55 49 53 45 43 53 39 41 38 

罹患率 呉市 22.1 19.8 21.7 18.6 18.5 23.1 17.2 18.1 17.0 

全国 19.0 18.2 17.7 16.7 16.1 15.4 14.4 13.9 13.3 

        ※罹患率は１年間で新たに診断された患者数を人口１０万対率で表したもの。 

 

 

【集団感染発生事例】                               （単位：件） 

 H21年 H22年 H23年 H24年 H25年 H26年 H27年 H28年 H29年 

呉  市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

全  国 31 40 72 53 44 46 40 43 27 

         ※呉市においてはH20年に１件発生 

 


